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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メチルプロパノールアミンで表面処理されてなる粒状制汗性物質であって、前記制汗性
物質が、塩基性塩化アルミニウムからなるものである制汗性物質。
【請求項２】
　粒状制汗性物質が０．２～８重量％のメチルプロパノールアミンを保持している請求の
範囲第１項に記載の制汗性物質。
【請求項３】
　粒状制汗性物質が０．４～２．５重量％のメチルプロパノールアミンを保持している請
求の範囲第２項に記載の制汗性物質。
【請求項４】
　物質が１０～７０μｍの範囲の平均粒径を有する請求の範囲第１項～第３項のいずれか
に記載の制汗性物質。
【請求項５】
　粒状制汗性物質の表面処理方法であって、前記制汗性物質を液体媒体中でメチルプロパ
ノールアミンと接触させ、メチルプロパノールアミンの少なくとも一部が制汗性物質の表
面上に付着または該表面内に吸収されるまで接触させ続けることを含み、前記制汗性物質
が、塩基性塩化アルミニウムからなるものである前記方法。
【請求項６】
　メチルプロパノールアミンを溶融形態または溶液状の制汗性物質と接触させる請求の範
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囲第５項に記載の方法。
【請求項７】
　制汗性物質及び担体を含む液相からなる制汗剤組成物であって、前記制汗性物質がメチ
ルプロパノールで表面処理されてなる粒状制汗性物質からなり、前記制汗性物質が、塩基
性塩化アルミニウムからなるものである前記組成物。
【請求項８】
　担体がポリグリコールエーテルを含む請求の範囲第７項に記載の組成物。
【請求項９】
　ポリグリコールエーテルがポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコールまたは
ポリブチレングリコールのエーテルからなる請求の範囲第８項に記載の組成物。
【請求項１０】
　ポリグリコール部分は５～２４個のポリグリコール単位を含む請求の範囲第９項に記載
の組成物。
【請求項１１】
　ポリグリコールエーテルがＣ３～Ｃ８脂肪族アルコールのポリグリコールエーテルから
なる請求の範囲第８項～第１０項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
　アルコールがプロパノールまたはブタノールである請求の範囲第１１項に記載の組成物
。
【請求項１３】
　ポリグリコールエーテルが１０～１６個のポリプロピレングリコール単位を含むポリプ
ロピレングリコールブチルエーテルからなる請求の範囲第１２項に記載の組成物。
【請求項１４】
　ポリグリコールエーテルが液相の５～９５重量％を占める請求の範囲第８項～第１３項
のいずれかに記載の組成物。
【請求項１５】
　ポリグリコールエーテルが液相の４０～６０重量％を占める請求の範囲第８項～第１４
項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１６】
　ポリグリコールエーテル及びメチルプロパノールアミンが３０：１～１２０：１の重量
比で存在する請求の範囲第８項～第１５項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１７】
　担体が揮発性または不揮発性シリコーン油を含む請求の範囲第７項～第１６項のいずれ
かに記載の組成物。
【請求項１８】
　懸濁剤を更に含み、懸濁剤がクレーまたはシリカからなるものである請求の範囲第７項
～第１７項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１９】
　１つ以上の懸濁助剤、皮膚緩和薬または芳香剤を含む請求の範囲第７項～第１８項のい
ずれかに記載の組成物。
【請求項２０】
　請求の範囲第７項～第１９項のいずれかに記載の組成物をヒトの皮膚に局所的に適用す
ることを含む発汗抑制方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、制汗性物質、該物質の製造方法及び該物質を含む制汗剤組成物に関する。
【０００２】
（背景技術及び従来技術）
大部分の制汗剤組成物では、制汗性活性物質は粒状で存在している。前記した多くの組成
物では、分配を容易にするために、制汗性活性物質は大抵懸濁剤または懸濁助剤を用いて
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液体担体相中に懸濁または分散されている。制汗性物質が適度に懸濁していないと、例え
ば貯蔵中または使用の間に組成物用容器の底部に沈降するなどして制汗性物質が液体担体
から分離する傾向を示す恐れがある。使用者が例えば使用前にアプリケータを手で振盪す
ることにより沈降した物質が容易に再分散され得る場合には、固体の沈降は重大な問題で
はなく、ちょっと不便なだけである。しかしながら、沈降により手で再分散させることが
非常に困難であるかまたは不可能でさえある圧縮した層が生ずる場合には、この問題は重
大となる。なぜならば、製剤から有効量の制汗性活性物質が損失するのを防止したり低減
させることが非常に望ましいからである。当然ながら、貯蔵中に活性物質が損失すると、
組成物を均一に適用することができず、組成物を使用している間発汗が効果的に乃至ほぼ
効果的に抑制されないことがある場合がある。
【０００３】
制汗剤組成物の液相の少なくとも一部としてポリグリコールエーテルを配合することによ
り有利な皮膚感覚が得られ得ることが判明した。実際に粒状制汗剤を液体担体中に懸濁さ
せるには、懸濁助剤、大抵はクレーのような無機物質を配合している。しかしながら、担
体がポリグリコールエーテルからなる場合には、クレーまたは類似の懸濁剤の粒状制汗性
物質を担体液体中に懸濁または再懸濁させる能力がかなり損なわれることも判明した。
【０００４】
他の目的ではあるが、他の分野、特に顔料及び日焼け止め剤の分野で粒状無機物質を表面
処理することは公知である。例えば、英国特許出願公開第１６０２４２８号明細書では、
二酸化チタン顔料がエステルまたはアミンで表面処理されており、こうすると顔料を含む
塗膜の乾燥速度が変化する。欧州特許出願公開第０５５９３１９号明細書では、水性エマ
ルションへの懸濁を助けるために金属酸化物粒子、特に二酸化チタン及び酸化亜鉛粒子を
表面被覆している。この技術は、本発明のほぼ無水の組成物には該当しない。同様に、米
国特許第５，５７３，７５３号明細書には、水性エマルション中に表面処理した粒状酸化
チタン及び酸化亜鉛を含む分散液が記載されている。米国特許第４，３１８，８４３号明
細書（欧州特許出願公開第００２１２６２号明細書）には、光沢及びラッカー結合剤中の
分布を改良するために無機顔料（ＴｉＯ２が例示されている）を表面処理することが記載
されている。米国特許第５，７７６，４４０号明細書では、局所適用したときにＵＶ線を
遮断するための金属酸化物の有効性を金属酸化物を各種有機化合物で被覆することにより
高めている。ＴｉＯ２の処理が例示されている。
【０００５】
本発明の目的は、上記した問題または欠点の１つ以上を改良または解消することにある。
【０００６】
（発明の要旨）
本発明によれば、アルカノールで表面処理されてなる粒状制汗性物質が提供される。
【０００７】
本発明の関連態様によれば、粒状制汗性物質を表面処理する方法が提供され、その方法は
前記制汗性物質を液体媒体中でアルカノールアミンと接触させ、アルカノールアミンの少
なくとも一部が制汗性物質の表面上に付着または該表面内に吸収されるまで接触させ続け
ることを特徴とする。
【０００８】
粒状制汗性物質をアルカノールアミンで表面処理することにより、ポリグリコールエーテ
ル及び懸濁剤を含む液体担体相から分離する傾向の少ない粒状物質が得られることが判明
した。
【０００９】
本発明の表面処理は、表面処理剤を基材、すなわち制汗性物質の表面または外層と緊密に
接触させることにより、表面処理剤を表面上に付着させて例えば基材表面上に表面処理剤
の層もしくはコーティングを形成するか、または表面処理剤の少なくとも一部を基材の外
層内に吸収させることを示す。
【００１０】
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本発明の別の態様では、制汗性物質及び担体を含む液相からなる制汗剤組成物が提供され
、前記制汗性物質がアルカノールアミンで表面処理されてなる粒状制汗性物質からなるこ
とを特徴とする。
【００１１】
組成物に関して「含む（からなる）」とは、組成物が組成物の特定成分以外に１つ以上の
更なる成分を含み得ることを意味する。
【００１２】
（発明の詳細な説明）
本発明は、粒状の表面処理されてなる制汗性活性物質、前記物質を含む制汗剤組成物、特
にポリグリコールエーテル及び懸濁剤を含む組成物を提供する。
【００１３】
制汗性物質
制汗性物質は、ヒトの皮膚に適用したときに発汗を減じたりまたは抑制することができる
任意の粒状物質からなり得る。本発明は、局所適用したときにエクリン腺に浸透し、その
後エクリン腺に堆積し、その管をブロックし、汗の排出を防ぐ制汗性活性物質に関する。
従って、前記制汗性物質は通常収斂性塩からなる。制汗剤は、しばしばアルミニウム塩、
ジルコニウム塩、混合アルミニウム／ジルコニウム塩、チタニウム塩からなり、この中に
は無機塩、有機塩及び複合体も含まれる。好ましい制汗性塩には、アルミニウム、ジルコ
ニウム及びアルミニウム／ジルコニウムのハロゲン化物び塩基性ハロゲン化物（例えば、
塩基性塩化物）が含まれる。数種の特に好ましい塩基性ハロゲン化物は、欧州特許出願公
開第６７３９号明細書（Ｕｎｉｌｅｖｅｒ　ＮＶら）に記載されているような活性化塩基
性塩化アルミニウムからなり、他の活性物質は欧州特許出願公開第２８８５３号明細書に
記載されている。これらの公開明細書の開示内容は援用により本明細書に含まれるとする
。アルミニウム、ジルコニウム、チタンまたは亜鉛から誘導される金属酸化物は制汗剤と
見做されないことに留意されたい。
【００１４】
制汗性アルミニウム塩には、塩化アルミニウム、及び一般式Ａｌ２（ＯＨ）ｘＱｙ・ＸＨ

２Ｏ（式中、Ｑは塩素、臭素またはヨウ素であり、ｘ＋ｙ＝６の条件でｘは２～５であり
、ｘ及びｙは整数または非整数であり、Ｘは０～６である）を有する塩基性ハロゲン化ア
ルミニウムが含まれる。
【００１５】
本発明の制汗剤組成物に使用され得る多くのジルコニウム塩は、実験一般式ＺｒＯ（ＯＨ
）２ｎ－ｎｚＢｚ（式中、ｚは０．９～２．０の範囲の整数または非整数であり、ｎはＢ
の原子価であり、２－ｎＺは少なくとも０であり、Ｂはクロリドを含めたハライド、スル
ファメート、スルフェート及びその混合物からなる群から選択される）で表される。
【００１６】
アルミニウム塩及びジルコニウム塩について上記した式は非常に簡略化されており、各種
量の配位水及び／または結合水を含有する化合物、ポリマー種及び混合物や複合体も包含
される。
【００１７】
上記した収斂性塩を主成分とする制汗性複合体は公知であり、本発明でも使用可能である
。例えば、アルミニウム、ジルコニウム及びアミノ酸（例えば、グリシン）からなる複合
体は米国特許第３，７９２，０６８号明細書（Ｌｕｅｄｄｅｒｓら）に記載されている。
これらの複合体または関連構造を有する幾つかの複合体は文献においてＺＡＧと通常呼称
されている。ＺＡＧのような構造を呈する望ましいクラスの複合体は、式Ａｌ（ＯＨ）５

Ｃｌ・２Ｈ２Ｏを満たすような塩基性塩化アルミニウムとアミノ酸または他の複合体形成
剤との複合体からなる。ＺＡＧのような構造を呈するジルコニウムベースの複合体の好ま
しいクラスは、実験式ＺｒＯ（ＯＨ）２－ａＣｌ２・ｎＨ２Ｏ（式中、ａは１．５～１．
８７の範囲の非整数であり、ｎは１～７である）を有する塩基性塩化ジルコニウムとアミ
ノ酸または他の複合体形成剤との複合体からなる。米国特許第５，４８６，３４７（Ｃａ
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ｌｌａｇｈａｎら）に記載されているような活性化ＺＡＧ複合体を本発明において制汗性
活性物質として使用することができる。
【００１８】
本発明に従って作成及び／または分配される組成物中に適当ならば使用することが考えら
れ得る他の活性物質は、粒状チタン塩、例えばクエン酸塩や乳酸塩のようなヒドロキシカ
ルボン酸塩からなる。
【００１９】
特に制汗性塩をエアゾールの形態で適用しようとする場合には、ジルコニウム非含有塩、
例えばアルミニウム塩または可能ならばチタン塩、特に塩基性塩化アルミニウム（ＡＣＨ
）及び活性化塩基性塩化アルミニウム（ＡＡＣＨ）を使用することが好ましい。
【００２０】
本発明において使用される制汗性塩の粒径は、大抵１～２００μｍの範囲である。多くの
望ましい製剤、特にエアゾールにより適用される製剤における制汗性塩の平均粒径は５～
５０μｍ、特に１５～３０μｍの範囲である。
【００２１】
アルカノールアミン
アルカノールアミンは、アミン及びヒドロキシル官能基を含む脂肪族化合物からなり得る
。例えば最高１２個の炭素原子を含むような低分子量を有するものが望ましく、直鎖もし
くは分枝鎖アルキル基を含み得る。アルカノール部分は、好ましくはヒドロキシプロピル
アミンまたはヒドロキシブチルアミンのようにＣ３またはＣ４アルキル部分を含む。アミ
ンは１級、２級または３級のいずれでもよい。アミン置換基のすべてがアルカノールアミ
ン置換基からなり得、２級または３級アミンではそれぞれ１つの置換基または２つの置換
基のうちの１つがＣ１～Ｃ４のようなアルキル基からなり得る。１級アミンの例にはプロ
パノールアミン、２級アミンの例にはメチルプロパノールアミン、３級アミンの例にはト
リイソプロパノールアミンが含まれる。多くの場合、アルカノールアミンは単一アミンか
らなり、他の場合には特定のアルカノール基中の通常２つ以下のヒドロキシル置換基を介
して１～３個のヒドロキシル基を含む。２つ以上の前記アルカノールアミンの混合物を使
用することもできる。制汗性物質を流体形態のアルカノールアミンと接触させることによ
り表面処理することが好都合であり得る。例えば、アルカノールアミンを所要によりその
融点以上に加熱しても、または適当な溶媒に溶解させてもよい。このとき、溶媒はシリコ
ーン油または炭化水素油のような疎水性液体からなり得る。所望重量のアルカノールアミ
ンが制汗剤により、通常制汗剤上の表面層または制汗剤のコーティングとして保持される
か、或いは制汗剤の外層内に吸収されるまで、制汗剤及びアルカノールアミンを接触させ
たままにすることが望ましい。アルカノールアミンを溶液状で制汗剤に適用する場合には
、制汗剤が所望量のアルカノールアミンを担持したときに分離する代わりに、前記溶液を
所望により制汗剤と永久的に接触させることができる。この場合、その後アルカノールア
ミンに対する溶媒を制汗剤組成物中の液体担体またはその成分として機能させる。前記組
成物では、アルカノールアミンの一部は液体担体内に残留させてもよい。
【００２２】
制汗剤固体の表面処理は別個のステップで、例えば制汗性活性物質を制汗剤組成物に配合
する前に実施し得、または組成物がアルカノールアミン及び制汗性活性物質を両者を相互
に接触させ得る流体媒体中に含むならばその場で形成し得ると理解されたい。
【００２３】
制汗性物質は通常０．２～８重量％のアルカノールアミンと接触させ、多くの場合、アル
カノールアミンの量は制汗剤の重量に基づいて０．４～２．５重量％の範囲で選択される
。特に有利には、制汗剤に基づいて０．７５～１．５重量％のアルカノールアミンの範囲
である。
【００２４】
表面処理された制汗性物質は、しばしば液体担体を含む組成物に配合される。制汗性物質
の割合は通常無水塩基準で重量で計算される。すなわち、水和水または存在する可能性の
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ある複合体形成剤の重量は除外され、表面処理剤の重量も除外される。
【００２５】
液体担体
本発明の重要な態様において、液体担体はポリグリコールエーテルを含み、このポリグリ
コールエーテルは好ましくは液相の５～９５重量％、特に３０～７５重量％、更には４０
～６０重量％を占める。前記組成物は、そのまま使用され得るかまたは例えばエアゾール
組成物を作成すべく追加成分が添加され得るベース組成物として使用され得る通常のベー
ス組成物に相当する。ポリグリコールエーテルを存在させると、有利な皮膚緩和作用が得
られ、組成物をヒトの皮膚に局所適用したときに目に見える付着物の量を少なくすること
ができる。
【００２６】
ポリグリコールエーテルは、通常低分子量グリコール、特にＣ２～Ｃ４グリコール（例え
ば、エチレングリコール、プロピレングリコールまたはブチレングリコール）から誘導さ
れ、特にポリプロピレングリコールエーテルである。望ましくは、ポリグリコール部分は
５～２４個のグリコール単位を含み、多数の好ましいエーテルでは１０～１６個のグリコ
ール単位、特に１０～１６個のプロピレングリコール単位を含む。エーテル部分は好まし
くは低分子量脂肪族アルコール、特に最高８個、特に３～８個の炭素原子を含むアルカノ
ールから誘導され得る脂肪族である。アルカノールは大抵プロパノールまたはブタノール
である。ポリグリコール部分が１０～１６個のプロピレングリコール単位、例えば１３個
または１４個のプロピレングリコール単位を含むポリプロピレングリコールブチルエーテ
ルが特に好適である。
【００２７】
実際、組成物中のポリグリコールエーテル対アルカノールアミンの比率を２０：１～１５
０：１、特に３０：１～１２０：１、好ましくは４５：１～８０：１の重量比で選択する
ことが望ましい。
【００２８】
上記した範囲、特に好ましい範囲内でポリグリコールエーテルとアルカノールアミンの相
対比を選択することにより、懸濁剤の存在下でポリグリコールエーテル担体流体中での粒
状制汗性物質の懸濁を改善させることができる。アルカノールアミンを存在させないと、
前記組成物において手で振盪して再分散させることが非常に困難であるかまたは不可能で
ある粒状物質の層が貯蔵中に沈降する傾向を示す。制汗剤と緊密に接触させるようにして
アルカノールアミンを配合すると、前記した非常に再分散しにくい層が形成する傾向が防
止または実質的に排除され得る。粒状物質の一部または全部が沈降しても、アルカノール
アミンを組成物に配合した場合には例えば手で振盪することにより容易に再分散させるこ
とができる。
【００２９】
アルカノールアミンを制汗性物質に対する表面処理剤として組成物中に存在させることが
でき、またアルカノールアミンの一部は液体担体中に溶液状態で維持させ得ることが認め
られた。
【００３０】
本発明の多数の特に望ましい実施態様では、粒状制汗性物質、アルカノールアミン、ポリ
グリコールエーテルを含む液体担体及び懸濁剤からなる制汗剤組成物が提供される。
【００３１】
懸濁剤
上記組成物において、懸濁剤は好適には無機物質であり、特にクレーまたはシリカである
。クレーは大抵モンモリロナイトであり、クレーを疎水性にすべくアミンのような有機物
質で表面処理されていることが有利であり得る。モンモリロナイトの例には、ベントナイ
ト、ヘクトライト及びコロイド状ケイ酸アルミニウムマグネシウムが含まれる。特に適当
な表面処理クレーは表面処理ベントナイトからなり、これはＲｈｅｏｘからＢｅｎｔｏｎ
ｅの商品名、例えばＢｅｎｔｏｎｅ　２７、Ｂｅｎｔｏｎｅ　３４、Ｂｅｎｔｏｎｅ　３
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８及びＢｅｎｔｏｎｅ　ＬＴから市販されている。好適なシリカには、ヒュームドシリカ
、特に微粒子のもの、例えばＣａｂ－ｏ－ｓｉｌ及びＡＥＲＯＳＩＬの商品名で市販され
ているものが含まれる。特に望ましい懸濁剤は疎水性に表面処理されてなるクレーである
。
【００３２】
懸濁剤は、大抵本発明の組成物の０．１～１５重量％、特にベース組成物（すなわち、エ
アゾールを作成すべく例えば噴射剤と共に処方される前の制汗性活性物質、担体液体、ア
ルカノールアミン及び懸濁剤のみを含む組成物）の３～１０重量％の量で配合されている
。本発明の好ましい製剤では、懸濁剤に対する制汗剤の重量比は大抵２．５：１～２０：
１の範囲で選択される。
【００３３】
他の成分
液体担体は通常無水である。すなわち、液体担体は遊離水を含まず、特に水性相を含まな
い。実際、これは前記担体を含む組成物が無水であることを意味する。液体担体は、ポリ
グリコールエーテルに加えて、１つ以上の疎水性流体（シリコーン油を含む）及び液体炭
化水素を更に含み得る。液体担体は大抵組成物の５～８０重量％を占める。組成物がエア
ゾール組成物を作成すべく噴射剤で増量されるベース組成物をなす場合には、液体担体の
割合は特にベース組成物の３０～７０重量％である。液体担体またはその混合物は通常ベ
ース組成物中の液相の７０～９９重量％、特に８０～９５重量％を占める。この場合、皮
膚緩和薬として配合した液体成分も担体として機能すると考えられる。組成物中の他の担
体の全量に対するポリグリコールエーテルの比率は大抵１０：１～１：１０の範囲から選
択され、多くの好ましい組成物では２：１～１：２の範囲である。
【００３４】
シリコーン油が組成物の好ましい成分であり、本発明で使用可能なシリコーン油は通常ポ
リシロキサン（特に、ポリアルキルシロキサン）またはシリコーングリコールから選択さ
れる。シリコーン油は揮発性及び／または不揮発性であり得るが、好ましくは揮発性油が
シリコーン油の大部分を占める。
【００３５】
揮発性シリコーンは大抵、シクロメチコーンとも呼ばれる、式－［ＳｉＲＲ’－］ｎ－（
式中、Ｒ及びＲ’はアルキル、好ましくはメチル基を表し、ｎは３～８、特に４～５であ
る）を有する環状ポリシロキサンから選択される。他の好適な揮発性シリコーンは、式Ｓ
ｉＲＲ’Ｒ”－［－ＳｉＲＲ’－］ｍ－ＳｉＲＲ’Ｒ”（式中、Ｒ、Ｒ’及びＲ”はそれ
ぞれアルキル、好ましくはメチル基を表し、ｍは１～７、特に２または３である）を有す
る低分子量線状ポリシロキサンから選択され得る。揮発性シリコーン油は通常２５℃で約
１～１０ｃＳｔの粘度を有する。揮発性シリコーンとしては、ダウコーニング２２５、２
４４、２４５、３４４、３４５、１７３２、５７３２及び５７５０（いずれも、Ｄｏｗ　
Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐ．から市販されている）やシリコーンＧＥ７２０７、ＧＥ７１
５８、ＳＦ１２０２、ＳＦ１１７３、ＳＦ９６及びＳＦ１０６６（いずれも、米国のＧｅ
ｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏ．から市販されている）が例示される。
【００３６】
本発明の組成物に配合するのに適した不揮発性シリコーン油は、典型的には２５℃で１０
ｃＳｔ以上の粘度を有する、ポリアルキルシロキサン、ポリアルカアリールシロキサンま
たはポリエーテルシロキサンコポリマーからなり得る。多くの不揮発性シリコーン油は大
抵約２，０００ｃＳｔ以下の粘度を有し、他の不揮発性シリコーン油はそれ以上、例えば
最高約１０６～５×１０６ｃＳｔの高粘度を有する。好適な不揮発性ポリアルキルシロキ
サンの例は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから２００シリーズで市販されているものである。
好適なポリアルカアリールシロキサンは２５℃で約１５～６５ｃＳｔの粘度を有するポリ
メチルフェニルシロキサンからなり、例えばＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから５５６フルイド
として市販されているものである。好適なポリエーテルシロキサンは大抵２５℃で１，２
００～１，５００ｃＳｔの粘度を有するジメチルポリオキシアルカレンエーテルコポリマ
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ー（ジメチコーンコポリマー）からなり、例えばポリシロキサンエチレングリコールエー
テルコポリマーである。他の好適な不揮発性シリコーン油はジメチコーン／アルコールポ
リマー（ジメチコノール）からなるかまたは含む。
【００３７】
液体担体は、所望により液体炭化水素、例えば鉱油、パラフィン油、ペトロラタムまたは
炭化水素油を含み得る。
【００３８】
本発明の組成物の液相は、更に他の液体皮膚緩和薬、例えば酸及びアルコールから誘導さ
れ得る（通常少なくとも１２個の炭素原子を含有する）長鎖及び（通常２～６個の炭素原
子を含有する）短鎖アルキル基を含む大抵炭素数約１２～２５の液体エステル、例えばミ
リスチン酸イソプロピルまたはパルミチン酸イソプロピルを含み得る。他の好適なエステ
ルは、アリールジ－もしくはトリカルボン酸の短鎖アルキルエステル、例えばジエチルフ
タレートまたはジブチルフタレートからなる。他の液体皮膚緩和薬には、しばしば約２０
０～３５０の分子量を有する液体脂肪アルコール、例えばオクチルドデカノールまたはイ
ソセチルアルコールが含まれる。
【００３９】
本発明の組成物は更に１つ以上の懸濁助剤（例えば、プロピレンカーボネート）を懸濁剤
の０～５０重量％の量で含み得る。組成物の他の任意成分は、酸化防止剤または保存剤で
あり、これらは時に組成物の０～０．５重量％、特に０．０１～０．１５重量％を占める
。
【００４０】
本発明の多くの制汗剤組成物の任意ではあるが重要な成分は芳香剤である。芳香剤は油溶
性形態で配合しても及び／またはカプセル化されていてもよい。多くの本発明の組成物に
は０．１～３重量％の芳香剤が含まれる。ベース組成物、すなわち例えば液化噴射剤で希
釈して使用される組成物には、芳香剤は比較的高量、例えば１．５～８重量％の量存在す
ることが多い。
【００４１】
上記組成物の別の任意成分は、粒状充填剤、好ましくは微細なもの、例えばタルク、微細
スターチまたはスターチスクシネート誘導体（Ｄｒｙ　Ｆｌｏ（商品名））または超微粒
ポリエチレン（Ａｃｕｍｉｓｔ（商品名））を通常ベース組成物の０～２０重量％の量、
特に分配製剤中には０～５％の量含み得る。更に別の任意成分は、抗微生物剤、例えば抗
菌剤を含み得、幾つかの組成物には０．１～１重量％の量で配合されている。好適な殺微
生物剤には、Ｃｏｓｍｏｓｉｌの商品名で市販されているようなビグアニド塩及び塩素化
フェニルエーテル及びビグアニド誘導体を含めた塩素化芳香族物質が含まれ、特にトリク
ロサン、Ｔｒｉｃｌｏｒｂａｎ（商品名）及びクロルヘキシジンとして公知の物質が挙げ
られる。
【００４２】
本発明の制汗剤組成物は、例えば粒状物質を１つ以上の液体と混合するために慣用されて
いる装置を用いて成分を混合することにより作成され得る。前記組成物はスプレーまたは
ロールオン方式により適用するのに特に適している。
【００４３】
エアゾール製剤
本発明の１つの特に望ましい態様では、上記組成物はエアゾール製剤を形成すべく噴射剤
で希釈される。エアゾール製剤は、大抵４０～９９重量部、特に５０～９５重量部の噴射
剤を含み、残部（６０～１重量部、特に５０～５重量部）は制汗剤ベース組成物からなる
。
【００４４】
噴射剤は通常、沸点が１０℃以下、特に０℃以下の液化炭化水素またはハロゲン化炭化水
素ガスから選択される。液化炭化水素ガス、特にプロパン、イソプロパン、ブタン、イソ
ブタン、ペンタン及びイソペンタン及びその混合物を含めたＣ３～Ｃ６炭化水素を使用す
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ることが特に好ましい。好ましい噴射剤はイソブタン、イソブタン／イソプロパン、イソ
ブタン／プロパン、及びイソプロパン／イソブタン／ブタンである。
【００４５】
使用可能な他の噴射剤には、アルキルエーテル（例えば、ジメチルエーテル）または圧縮
不活性ガス（例えば、空気、窒素または炭酸ガス）が含まれる。
【００４６】
所望により、エアゾール製剤には、固体がスプレーノズルを閉塞するのを防止または最小
限とするために慣用量の目詰まり防止剤を配合することができる。
【００４７】
エアゾール製剤は、通常該製剤から発生する圧力に耐えることができるエアゾール缶に慣
用の充填具及び条件を用いて充填される。缶は通常、計量棒、バルブ及びスプレーノズル
を取り付けた市販の金属缶であり得る。エアゾール製剤はスプレーノズルを介して分配さ
れる。
【００４８】
本発明の制汗剤組成物は、発汗を抑制するためにヒトの皮膚に局所適用され得る。
【００４９】
本発明を包括的に記載してきたが、本発明の特定実施態様を例として以下詳細に説明する
。
【００５０】
実施例１
本実施例では、適当な式を有する塩基性塩化アルミニウムを適当に調整した条件下で加熱
することにより得た粒径１０～７０μｍの活性化塩基性塩化アルミニウム（以下、ＡＡＣ
Ｈという）（１００ｇ）を撹拌手段を備えた容器に導入することにより、表面処理されて
なる制汗性物質を得る。その後、溶融メチルプロパノールアミン（１ｇ）を添加し、ＡＡ
ＣＨと数分間十分に混合する。得られた生成物は、メチルプロパノールアミンで表面処理
されてなるＡＡＣＨから構成されている。
【００５１】
実施例２～８
各実施例では、粒状成分を液体成分と混合するための慣用方法を用いてエアゾール組成物
を作成するために噴射剤を用いて希釈するのに適したベース組成物を得る。前記組成物を
下表１に要約する。
【００５２】
【表１】
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表１に示した組成物は、沈降して圧縮された固体層の形成に対して良好な抵抗性及び手に
より振盪したときに沈降した固体をうまく再分散し得る能力を示した。
【００５３】
実施例９～１５
本実施例では、表１に示したベース組成物を液化炭化水素噴射剤を用いて一般的方法によ
り希釈することによりエアゾール製剤を得た。前記製剤を、計量棒、バルブ及びスプレー
ヘッドを取り付けた一般的な吹込成形アルミニウムエアゾール缶に充填した。エアゾール
組成物を下表２に要約する。ＣＡＰ４０はブチン、イソブタン及びプロパンの混合物であ
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【００５４】
【表２】
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              特開平９－１５６９６２（ＪＰ，Ａ）
              Ｍｕｌｔａｎ，　Ｊ．，　Ｃｚｅｃｈ．　１２７７６８，　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃ
              ｔｓ，　１９６９，　Ｖｏｌ．７０．　ｐ．２１９　（Ａｂｓｔｒａｃｔ　Ｎｕｍｂｅｒ　７０
              ：９０５１３）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A61K8/00-8/99
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